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佐
さ ど が し ま

渡島に住む人々は、どんなものを食べて生活してきたのでしょうか。そして、食べること
や食事をつくることに、どんな思いを込

こ

めてきたのでしょうか。
ここでは、大正時代の終わりごろから昭和の初めごろを中心に、人々の暮

く

らしと食生活のう
つりかわりをみてみましょう。

昔の人々は、季
き

節
せつ

のうつりかわりとともに、自
し

然
ぜん

からあたえられる材
ざい

料
りょう

を大切にして、食事をつ
くっていました。昔は、魚や肉だけでなく、お米
や野

や

菜
さい

もとても貴
き

重
ちょう

だったので、人々は材
ざい

料
りょう

をむ
だづかいしないように、そして少しでも長い間味
わえるように、くふうしていたのです。
まだ電気もガスもふきゅうしていないころ、ご
飯
はん

を炊
た

いたり、野
や

菜
さい

をゆでたりするためには、火
をおこし、かまどに薪

ま き

をくべて準
じゅん

備
び

しなければな
りませんでした。おいしく料

りょう

理
り

するために、薪
ま き

を
節
せつや く

約し、火力を一定にする技
ぎ

術
じゅつ

が求
もと

められていま
した。
材
ざい

料
りょう

が限
かぎ

られ、不
ふ

便
べ ん

なことも多かったのですが、材
ざい

料
りょう

をくふうして食事をつくることは楽しみで
もあり、食べ物に季

き

節
せつ

を感じることも多かったのです。そして、人間に食べ物をあたえてくれる自
し

然
ぜん

に、感
か ん

謝
し ゃ

する心を忘
わ す

れませんでした。

おしゅうとさん おしゅうとめさん およめさん

ふだんの食事に使ったお膳
ぜん

　1953（昭和28）年ごろ
旧
きゅう

両
りょう

津
つ

市食生活改
かいぜん

善推
すいしん

進協
きょう

議
ぎ

会
かい

編
へん

『両
りょう

津
つ

のお膳
ぜん

―伝
つた

えたい味―』より

むかしはこう
いうふうに決
まっていたん
だって。

およめさんのお膳
ぜん

が
いちばん背

せ

が高いね。
なんだか意外だな…。

ふだんの暮
く

らしと食生活
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■ 里山の荒
こ う

廃
は い

里山は、薪
ま き

や炭焼
や

きなど、昔、燃
ねん

料
りょう

や暖
だ ん

房
ぼ う

のために使っていたエネルギー源
げん

をつくる場所でした。
しかし、電気やガスがふきゅうしたことで、こうしたエネルギー源

げん

をつくる必
ひつよ う

要がなくなってきま
した。また、田んぼや畑で肥

ひ

料
りょう

として使っていた堆
た い

肥
ひ

も、化学肥
ひ

料
りょう

のふきゅうで使われることが少
なくなりました。人口の減

げん

少
しょう

や里山で仕事をする人が高
こ う

齢
れ い

化したことも関
かんけ い

係して、里山は1970年
代からいっせいに使われなくなり、人の手が入らなくなってしまいました。
人間の活動と森の再

さいせ い

生力のバランスが崩
く ず

れたことで、里山の環
か ん

境
きょう

は変
へん

化
か

を始めました。適
てき

度
ど

な
伐
ば っ

採
さ い

や、落ち葉を集めることがなくなったため、たくさんの木が生いしげるうっそうとした森にな
り、森の中に日光がとどきにくくなって、若

わか

い木の芽
め

が育たなくなりました。また、ヤブツバキや
タケなど、これまで里山になかった植物が生えるようになり、これらが日光のほとんどを吸

きゅう

収
しゅう

し
てしまうため、地面に近いところに生えていた草木も育たなくなってしまったのです。こうした里
山の荒

こ う

廃
は い

に加えて、近くにあった棚
た な

田
だ

も、農作業の担
に な

い手が減
へ

ったり高
こ う

齢
れ い

化したために、ほとんど
同時に利

り

用
よう

されなくなり、水
みず

辺
べ

が減
げん

少
しょう

したこともあって、里山の生きものが生活する環
か ん

境
きょう

が急
きゅう

激
げき

に悪化していきました。

■ マツ枯
か

れとナラ枯
か

れ

1980年代後半、里山の荒
こ う

廃
は い

に追い討
う

ちをかけるような大問題が起こりました。マツ枯
か

れ病の流
行です。また、2000年ころからはナラ枯

か

れ病も発生しました。どちらも木の伝
で ん

染
せ ん

病
びょう

のようなも
ので、佐

さ ど が し ま

渡島でも爆
ば く

発
は つ

的
て き

に発生し、森林の環
か ん

境
きょう

を大きく変えてしまいました。マツ枯
か

れ病やナラ
枯
か

れ病の流行が拡
かくだ い

大したことは、里山が荒
こ う

廃
は い

したことと関
かんけ い

係が深いのではないかと考えられていま
す。このように、バランスが保

たも

たれていたひとつの環
か ん

境
きょう

が荒
こ う

廃
は い

すると、ほかにある環
か ん

境
きょう

が影
え い

響
きょう

を
受けてそこなわれていくおそれが大きいのです。

わたしたちは、「緑や木が多いことはよいことだ」とか、「木は切ってはいけないんだ」と、勝手
に信

しん

じ込
こ

んではいないでしょうか。その思い込
こ

みが、実は森にすんでいる生きものにとって、おそ
ろしい脅

きょう

威
い

になっているのです。森や水
みず

辺
べ

で生活する生きものは、わたしたち佐
さ ど が し ま

渡島の人々が、
みんなで力を合わせてよみがえらせようとしているトキのえさになります。その生きものたちが安
心して生活できない環

か ん

境
きょう

が増
ふ

えてしまうことは、トキの生活にも大きな影
え い

響
きょう

をあたえます。
里山の荒

こ う

廃
は い

をはじめとして、森に適
てき

度
ど

な人の手が入らなくなったことで起こった問題を解
かいけ つ

決する
ための効

こう

果
か

的
てき

な方法は、まだ確
かくり つ

立されていません。豊
ゆた

かな生
せいた い け い

態系が保
たも

たれ、人間と生きものたちが
生活しやすい環

か ん

境
きょう

をもう一度つくり出すために、わたしたちはその方法を真
しん

剣
けん

に考え、行動に移
うつ

していかなくてはならないのです。

森を取り巻
ま

く問題

わたしたちは森とどう向きあっていくべきか
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今では、朝・昼・晩
ばん

の三食で、晩
ばん

ご飯
はん

をいちばんしっかり食べる家が多いのではないでしょうか。
しかし、昔の家では、朝ご飯

はん

をしっかり食べていました。昼ご飯
はん

は朝の残
のこ

りを食べ、晩
ばん

ご飯
はん

も軽く
すませていました。また、白米がとても貴

き

重
ちょう

だったので、一度にたくさんのお米を使うことがない
ように、じゃがいもや大根などの野

や

菜
さい

や海
かい

藻
そ う

を入れていました。
お味

み

噌
そ

汁
し る

のダシをとるときには、昆
こ ん

布
ぶ

や煮
に

干
ぼ

しはあまり使わず、大豆を加工してつくった「打
う

ち
豆
ま め

」を使うことが多かったようです。佐
さ ど が し ま

渡島は海に囲
かこ

まれていて、魚や海
かい

藻
そ う

は昔からたくさんとれ
ますが、それでも魚も貴

き

重
ちょう

なものでした。お刺
さ し

身
み

など、生の魚を食べることができるのは、一年に
何回かしかありませんでした。

■ 大
お お

晦
み そ か

日とお正月の食事

ふだんの食事は、倹
けんや く

約して材
ざい

料
りょう

を大切にしながら、
くふうしてつくっていましたが、お正月のようなお祝

いわ

いのときには、一年に何回かの“ぜいたく”をするこ
とができました。大

おお

晦
み そ か

日や元
が ん

旦
た ん

のお膳
ぜ ん

には、おかしら
つきの魚や茶

ち ゃ

わん蒸
む

し、煮
に

しめなどが出て、三が日に
は白いご飯

はん

もたくさん食べました。 大
おお

晦
み そ か

日のお膳
ぜん

お正月（元
がん た ん

旦）のお膳
ぜん

旧
きゅう

両
りょう

津
つ

市食生活改
かいぜん

善推
すいしん

進協
きょう

議
ぎ

会
かい

編
へん

『両
りょう

津
つ

のお膳
ぜん

―伝
つた

えたい味―』より

紅白のなます
（魚の子入り）

きんぴらごぼう

あんもち

ごまめ

黒豆

煮しめ

おかしらつきの
生の魚

に

こうはく

大
お お

晦
み そ か

日やお正月には、
お膳

ぜ ん

にのる料
りょう

理
り

の数も
多く、お刺

さ し

身
み

や煮
に

しめ
などもついていたん 
じゃ。今では当たり前
に食べているもので
も、昔はたいへんなご
ちそうだったんじゃ。

農家のふだんの食事

いろいろな年
ね ん

中
ちゅう

行事と食事
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■ お祭り・お彼
ひ

岸
が ん

・節
せ っ

句
く

の食べ物

お祭りやお彼
ひ

岸
がん

、3月3日や5月5日の節
せっ

句
く

のと
きには、それぞれのおうちでおだんごをつくって
いました。子どもたちは、こうした行事のときに
はおだんごが食べられるので楽しみにしていまし
た。
「しゃかだんご」は、地

ち

域
いき

によって「やせごま」
とか「しんこ」などとよび方がちがいますが、名
前のとおり「お釈

し ゃ か

迦さま」のお祭りで供
そな

えるため
につくっていました。おだんごに色をつけて、蒸

む

したあとに小さく切ると、中からおめでたい模
も

様
よう

や文字があらわれる、カラフルでとても美しいお
だんごです。
また、ひな祭りや村のお祭りのときには「かた
だんご」をつくっていました。これはあんこが入っ

たおだんごで、色やかざりをつけたあとに「型
かた

」に押しつけて模
も

様
よう

をつけるものです。
このほか、お彼

ひ

岸
がん

には白い小さなおだんごを仏
ほとけ

さまに供
そな

え、また端
た ん

午
ご

の節
せっ

句
く

にはカヤで巻
ま

いた草
だんごをつくって食べていました。

■ 田植えのときの「庄
しょう

屋
や

さんの食事」

むかし、農村の庄
しょう

屋
や

さんのおうちでは、田植えのと
きに近所の人が手

て

伝
つだ

いをするならわしがありました。
手
て

伝
つだ

いをした近所の人には、庄
しょう

屋
や

さんから食事がふる
まわれました。農家の人たちは、それを楽しみに手

て

伝
つだ

いをしていました。ふだんから倹
けんや く

約につとめて、つつ
ましい生活をしていた人たちにとって、この食事はと
てもぜいたくなものでした。
この庄

しょう

屋
や

さんの食事や、お祝
いわ

いごとで近所の人を招
まね

いてもてなす食事のお膳
ぜん

には、「つと」というわらを
編
あ

んだ入れものがつきました。これは、食事をいただ
いた人がお膳

ぜん

の料
りょう

理
り

をすべて食べず、焼
や

き魚や煮
に

しめ
などをこの「つと」に入れて持ち帰り、うちで待って
いる家族に食べさせてあげるためのものでした。ごち
そうは家族で分けて食べようという、むかしの人々の
ささやかな暮

く

らしぶりや、家族を大切にする気持ちが
伝
つた

わってくるお話です。

◀しゃかだんご

かただんご▶

旧
きゅう

両
りょう

津
つ

市食生活改
かいぜん

善推
すいしん

進協
きょう

議
ぎ

会
かい

編
へん

『両
りょう

津
つ

のお膳
ぜん

―伝
つた

えたい味―』より

▲お祝いごとのお膳　　▼「つと」
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